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研究成果の概要（和文）：近年，日本語教育の分野では「アカデミック・ジャパニーズ」と称する，実際の大学等の「
アカデミック」な場を想定した，通常の日本語学習とは性質の異なる教育活動が提唱されている．本研究では，専門日
本語教育に実際の「アカデミックな場」を提供することが可能な，「アカデミック・ジャパニーズ」のための講義場面
検索システムを開発した．我々が開発したシステムは，「アカデミック・ジャパニーズ」のための講義場面検索だけで
なく，講義コンテンツを用いた様々な学習に利用することができる．

研究成果の概要（英文）：The educational activity which is different from the usual Japanese learning is re
cently propounded in the field of Japanese-language education. It is called "Academic Japanese", and the p
ractical "academic" places such as universities are assumed for it. In order to provide the actual "academ
ic places" to the professional Japanese-language education, this study has developed the system which sear
ches the lecture scenes for "Academic Japanese". This system can search the lecture scenes for "Academic J
apanese" , and can be used for various kinds of learning which uses lecture contents as well. 
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１． 研究開始当初の背景 
独立行政法人日本学生支援機構によれば，

日本の高等教育機関へ留学する外国人の数
は年々増加しており，平成 21 年度 5 月 1 日
現在の留学生数は 132720 人と高い数字を示
している．過去最高を記録し続ける留学生増
に対応するため，日本語教育の分野では近年
「アカデミック・ジャパニーズ」と称する，
通常の日本語教育と性質の異なる教育活動
が提唱されている．「アカデミック・ジャパ
ニーズ」とは，将来日本の大学で接する事に
なる講義受講や研究活動といった，日本の大
学での勉学に対応できる日本語力を意味し
ている．しかしながらここでいう「アカデミ
ック・ジャパニーズ」はあくまで日本語教員
が「アカデミック」な場やテーマを想定し，
それに対処する形でなされてきたことが多
く，実際の「アカデミック」な場を用いた日
本語教育はほとんど行われてこなかった．そ
こで，実際の「アカデミック」な場を日本語
教育への現場に効果的に活用する方法が現
在模索されている． 

 
２．研究の目的 
研究代表者の八重樫は，芝浦工業大学 JAD

プログラム，香川大学総合情報センターにお
いて e ラーニングシステムの企画，開発，運
用業務に従事しており，芝浦工業大学在職中
に，講義コンテンツ自動生成システムを開発
した．八重樫が開発した講義コンテンツ自動
生成システムは，芝浦工業大学において現在
も運用されている．また，八重樫は同じく芝
浦工業大学在職中に講義コンテンツ自動生
成システムで生成された講義コンテンツに
日本語字幕を付与した日本語字幕付き講義
コンテンツを開発し，予備教育プログラムで
ある JAD プログラムの専門教育において遠
隔講義を実践してきた．更に八重樫は，日本
語担当教員と工学系科目担当教員が，学生の
日本語学習の進捗状況を共有することが可
能な日本語学習進捗状況共有システムに関
する研究をおこなった．本研究では，応募者
がこれまで実施してきた e ラーニングシステ
ムに関する研究成果と，応募者が実践してき
た予備教育プログラムにおける専門教育の
ための e ラーニング教材開発のノウハウを組
み合わせ，専門日本語教育に実際の「アカデ
ミックな場」を提供することが可能な，「ア
カデミック・ジャパニーズ」のための講義場
面検索システムを開発する． 
 
３．研究の方法 
本研究は，『（１）「アカデミック・ジャパ

ニーズ」に関する先行研究と研究動向の調
査』，『（２）検索対象となる講義コンテンツ
に付与するメタデータ形式の定義 』，『（３）
「アカデミック・ジャパニーズ」のための講
義場面検索システムの設計と試作』，『（４）
「アカデミック・ジャパニーズ」のための講
義場面検索システムの開発』，『（５）「アカデ

ミック・ジャパニーズ」のための評価実験の
計画・実験の実施・結果の解析』からなって
いる．『（１）「アカデミック・ジャパニーズ」
に関する先行研究と研究動向の調査』，は研
究開始時点で終了しており，（２）～（５）
を本研究期間内で実施する計画であった．平
成２３年度は，『（２）検索対象となる講義コ
ンテンツに付与するメタデータの形式の定
義 』を行う．必要な講義コンテンツを有効
に検索するために ISOが策定した国際標準規
格「MPEG-7」に準拠したメタデータ形式を基
に，本研究によって開発される『(A)語彙学
習支援機能と(B)談話学習支援機能』が実現
できるようなメタデータの作成を行う予定
であった．予定より研究が進捗したことによ
り，メタデータ生成だけでなく，『（３）「ア
カデミック・ジャパニーズ」のための講義場
面検索システムの設計と試作』を開始すると
ともに，映像情報メディア学会冬季大会や，
電子情報通信学会教育工学研究会などでシ
ステムの設計方針について研究発表をおこ
なった． 図 1 は語彙学習支援機能を実装す
るために必要な索引メタデータを示してい
る．語彙の名称とその語彙が発話された時間
情報を付与されている．図 2は，談話学習支
援機能に必要である談話単位で講義コンテ
ンツをさせるためのシラバスメタデータを
示している．講義コンテンツにおいて，単元
や学習内容の開始時間と終了時間の情報が
付与されている． 

図１ 索引メタデータ 

図２ シラバスメタデータ 



平成２４年度は，平成２３年度に引き続き
『（３）「アカデミック・ジャパニーズ」のた
めの講義場面検索システムの設計と試作』を
実施するとともに，『（４）「アカデミック・
ジャパニーズ」のための講義場面検索システ
ムの開発』をおこなった．また開発したシス
テムに関する発表もおこなった．海外では，
イスタンブールで開催された高等教育に関
する国際会議(ITHET2013)において，開発し
たシステムに関する論文が二件採択された．
国内では，映像情報メディア学会冬季大会や，
電気関係学会四国支部連合大会，教育システ
ム情報学会学生研究発表会において，開発し
たシステムに関する研究をおこなった． 
平成２５年度は『（５）「アカデミック・ジ

ャパニーズ」のための評価実験の計画・実験
の実施・結果の解析』をおこなうとともに，
それら成果に関する発表をおこなった．我々
が定義したメタデータ，および我々が開発し
たシステムの評価を，教育用映像コンテンツ，
講義コンテンツの撮影や編集に携わる香川
大学総合情報センター5 名，芝浦工業大学学
術情報センターe-Learning ラボラトリ 6 名，
四国大学経営情報学部メディア情報学科の
教員 5 名，学生 9 名，計 25 名に質問紙調査
をおこなった． 
 
 

 

４．研究成果 
 図３は,開発した語彙学習支援機能を示し
ている．語彙学習において利用したい語彙の，
講義コンテンツの発話場面を検索するとと
もに，語彙が発話された地点から，講義コン
テンツを視聴することができる．図４は，語
彙学習支援機能を用いた講義コンテンツの
視聴を示している． 
 図５は，開発した談話学習支援機能を示し
ている．談話学習において利用したい内容を
選択することで，選択された場面の講義コン
テンツを視聴することができる． 
平成２６年度５月現在，開発したシステムお
よび質問紙調査の結果をまとめたものを，論
文誌に投稿し，査読審査中である． 
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